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研究成果の概要（和文）：養育上の特別な配慮を要する乳幼児の祖父母と家族に対し、自身と家族の体験の再構
成と価値づけを目的とした小冊子記入と面談によるナラティヴ・アプローチを実施し、効果を検証した。「体験
の想起」は小冊子記入前から始まり、面談により具体化した。「体験の再構成」「体験の価値づけ」「過去の自
分の価値づけ」「過去の家族の価値づけ」は、出来事について語り、出来事に対する家族の気持ちや受け止めを
知ることにより起こった。「未来の自分または家族の価値づけ」は、価値ある自分たち家族の体験を誰かのため
に役立てたいとの希求に繋がった。検証結果に基づき、支援方法を改良・具体化し、ガイドラインを作成した。

研究成果の概要（英文）：Regarding grandparents and families rearing infants with special needs, 
entering of booklets to reconstruct and evaluate the experiences of the subjects and their family 
members and a narrative approach survey was conducted, and effects verified. “Recall of 
experiences” began before the subjects began making entries in their booklets, and was embodied 
through the interviews. “Reconstruction of experiences,” “evaluation of experiences,” “
evaluation of myself in the past,” and “evaluation of my family members in the past” were 
embodied by their talking about the experiences and becoming aware of the feelings and response of 
their family members to those experiences. “Evaluating my future self or family members” lead to 
the aspiration of making use of the valuable experiences of family members to others. Based on our 
verification results, we improved and specified the supporting methods and created guidelines.

研究分野： 生涯発達看護学
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１．研究開始当初の背景 
(1) 我が国では、乳幼児の育児が祖父母の協
力のもとに行われる伝統的スタイルが今も
なお一般的である。にもかかわらず、祖父母
は母親の育児のサポート者と捉えられ、祖父
母自身の Well-being に着目した報告は少な
い。これは、育児に特別な配慮を要する乳幼
児（以下、育児困難児）においても同様であ
る。祖父母にとって、育児困難児を受容し、
育児困難児の祖父母である自分自身を受容
し、孫育児を担う役割を達成することは重要
な発達課題であるにもかかわらず、祖父母自
身の役割達成や Well-being の支援は、未だ
報告されていない。 
(2) 我々は、育児困難児の祖父母特有の体験
が「孫の疾病や障害に強い衝撃を受けて苦し
み、徐々に回復・安定へと向かいつつも希望
と落胆の間を揺らぎ続け、一方で、息子/娘
夫婦を直接的・間接的に支える立場に身をお
き続け、常に息子/娘夫婦を気遣い見守る」
ことを明らかにし、「ありのままを受け止め、
自分らしく孫育児を行い、家族間の情緒的き
ずなや家族機能の安定に自分自身が関与し
ていると自ら実感し価値づけられるような
看護」が必要との結論に至り、ナラティヴ・
アプローチによる孫育児支援プログラムを
開発した。ナラティヴ・アプローチは、患者・
当事者が自らの体験を語ることによって、体
験を再構成して意味づけ、新たな価値を作り
出す作業であり、近年、医療や社会福祉の分
野で用いられている。 
(3) 開発した育児支援プログラムの効果の
実証は、対象特性の偏りや看護スキルとの因
果関係が不明瞭であることから限定的であ
ったため、育児支援プログラムの普及・定着
には至っていないのが実情であった。 
 

２．研究の目的 
(1) 先行研究で開発した孫育児支援プログ
ラムを、支援目標達成状況、看護者のスキル、
マネジメントの視点から多元的に検証し、プ
ログラムの効果を明らかにする。 
(2) 孫育児支援プログラムの普及推進のた
めのプログラムの実施・管理方法を検討し、
ガイドラインを創生する。 
 
３．研究の方法 
本研究は４つのプロジェクトで構成された。
【研究Ⅰ】孫育児支援プログラムにおける目
標の達成状況の検証、【研究Ⅱ】孫育児支援
プログラムにおける看護スキルの抽出、【研
究Ⅲ】孫育児支援プログラム実施に関するマ
ネジメント上の課題抽出、【研究Ⅳ】孫育児
支援プログラムガイドラインの創生、であっ
た。 
 
(1) 孫育児支援プログラムにおける目標の
達成状況の検証【研究Ⅰ】 
①対象：疾病、障害、発育上の問題に関連す
る育児上の特別な配慮を必要とする乳幼児

を養育している家族であり、主たる養育者で
ある親と共に、日常的に何らかの形で育児に
参加している祖父母や親族がいる家族。祖父
母のみならず、その家族をも包含した形で提
供することが、家族の力を強め、家族の健康
や家族機能の円滑化に効果的と考え、家族を
対象とすると計画を変更した。 
②孫育児支援プログラム 
目的：乳幼児の家族が、自分自身と家族の体
験を再構成し、過去と未来における自分自身
と家族の人生・生活・いのちの価値づけ（価
値の再認識および新たな価値の発見）ができ
る。 
方法：ナラティヴ・アプローチ法による。乳
幼児の親および祖父母や親族が、自分自身お
よび家族の体験について想起して小冊子に
記載し、看護者が小冊子への記載を基に面談
を行った。小冊子は、家族構成、家族の紹介、
家族に起こった特別な出来事、家族とこれか
らの自分へのメッセージ等で構成された。面
談は、乳幼児の親および祖父母や親族を含む
参加可能な家族による集団面談とし、面談ガ
イドに沿って記載内容を確認しながら、記載
内容の反復や補足の語りを促すように、オー
プンクエスチョンやミラーテクニックなど
のファシリテートスキルを用いて実施した。
当初は祖父母に対する集団アプローチを計
画していたが、家族を対象とするとの変更に
伴い、個別アプローチに変更した。 
看護者：研究協力機関において、育児上の特
別な配慮を必要とする乳幼児とその家族に
対する看護実践経験を 10 年以上有する者と
した。 
③データ収集方法 
プログラムへの反応をデータとした。小冊子
はコピーを取った。面談は録音して逐語録を
作成した。 
④分析方法 
面談の逐語録から、プログラムの目的に関連
した部分を抽出し、質的に分析した。 
 
(2) 孫育児支援プログラムにおける看護ス
キルの抽出【研究Ⅱ】 
①分析素材：【研究Ⅰ】で作成した孫育児支
援プログラム実施中の逐語録及び小冊子の
写し。 
②分析方法：【研究Ⅰ】で抽出されたプログ
ラムの目的に関連した部分を抽出し、変化を
もたらした看護者の発言、文脈や前後関係を
記述した。 
 
(3) 孫育児支援プログラム実施に関するマ
ネジメント上の課題抽出【研究Ⅲ】 
①対象：【研究Ⅰ】を実施した看護者および
研究協力機関の看護管理者 
②データ収集方法 
プログラムの成果及び実施に関する集団面
接。対象者が【研究Ⅰ】のデータを熟読し、
プログラムの目的の達成状況とそれ以外の
対象者の反応について討議した。 



③分析 
集団面接の逐語録から、プログラムおよび看
護マニュアルの改善、看護者のスキル、マネ
ジメントについて抽出し記述した。 
 
(4)孫育児支援プログラムガイドラインの創
生【研究Ⅳ】 
①研究成果の統合 
【研究Ⅰ】【研究Ⅱ】【研究Ⅲ】を基に、孫育
児支援プログラムの実施方法及び管理方法
のガイドライン試案を作成した。また、プロ
グラムを実施した看護者及びプログラムに
参加した家族化会プログラムの主観的評価
を聴取し、ガイドライン試案に反映させた。 
②孫育児支援プログラムガイドライン試案
に関する意見聴取 
【研究Ⅰ】、【研究Ⅲ】の対象者に孫育児支援
プログラムガイドライン試案を提示し、意見
を聴取し、意見に基づき試案の妥当性の検討
と修正を行った。 
 
４．研究成果 
(1) 孫育児支援プログラムにおける目標の
達成状況の検証【研究Ⅰ】 
①6 組の家族が研究に参加した。1 組は、家
族の希望により面談のみを実施した。 
②「体験の想起」は、小冊子に記入する「家
族に起こった特別な出来事」を決定する段階
から始まり、出来事について語ったり、出来
事に対する家族の気持ちに対する自身の思
いを語る中で具体化された。「体験の再構成」、
「体験の価値づけ」、「過去の自分の価値づ
け」は連続的に起こっており、出来事につい
て語る自分自身の言葉、または出来事に対す
る家族の気持ちや受け止めを初めて知るこ
とがきっかけであった。 
③小冊子の記入を通して自分自身の内面で
これらが行われたことを面談で語る場合も
あった。「過去の家族の価値づけ」は、出来
事に対する家族の気持ちや受け止めを初め
て知ることにより、改めて家族の価値に気づ
くことが多かった。「未来の自分または家族
の価値づけ」は、最終的に価値ある自分たち
家族の体験を誰かのために役立てたいと希
求することに繋がっていた。 
④以上の結果から、過去の体験について「書
く」「語る」という作業と、過去の体験に対
する感情や受け止めを家族内で共有するこ
とが、過去の体験を再構成し、過去の自分と
家族の価値を見出し、自分と家族が「誰かの
役に立てる」価値のある存在であるという実
感をもたらしたと考えられる。 
 
(2) 孫育児支援プログラムにおける看護ス
キルの抽出【研究Ⅱ】 
①ナラティヴケアの効果は、対象が置かれて
いる状態に左右されていたことから、対象者
の条件と看護者の条件を対で提示すること
とした。対象は、以下のふたつに該当する場
合、効果が大きかった。育児上の特別な配慮

を要する乳幼児の育児や養育に関わる家族。
乳幼児の父母や祖父母に限らず、日常的に育
児にかかわっていたり、家族の特別な出来事
を共有する親族を含む。症状の軽快や安定、
治療の終了、退院決定や在宅療養への移行な
ど、乳幼児の治療や療養が一段落し、次の段
階に進む節目を迎えており、そのための支援
を必要としている家族。尚、乳幼児の状態が
安定していない、育児生活・療養生活の変更
などの時期にある家族はケアの効果がみら
れにくいと考えられた。 
②看護者の基準は、育児上の特別な配慮を要
する乳幼児とその家族に対するケア（退院支
援、育児支援など）に関する十分な看護実践
経験を有し、家族のアセスメント能力および
家族・集団を対象としたコミュニケーション
スキルを有している。乳幼児と家族が受ける
看護サービスに従事し、乳幼児や家族との信
頼関係が構築されている。とした。 
 
(3) 孫育児支援プログラム実施に関するマ
ネジメント上の課題抽出【研究Ⅲ】 
看護スキルを有する中堅以上の看護者がケ
アを行う必要性が認められたことから、面談
は 40～60 分とすること、保険点数加算が実
現すると定着しやすいことが明らかとなっ
た。 
 
(4)孫育児支援プログラムガイドラインの創
生【研究Ⅳ】 
【研究Ⅰ】【研究Ⅱ】【研究Ⅲ】を基に専門家
会議を実施し、「育児に特別な配慮が必要な
乳幼児の家族に対するナラティヴケア・ガイ
ドライン－小冊子『家族のあゆみ』の活用－」
を作成した。ガイドラインはＡ４サイズ８ペ
ージにわたり、「研究の概要」「ナラティヴケ
アの概要」「小冊子『家族のあゆみ』の構成」
「面談の実際」「ナラティヴケアの記録と継
続支援」「ナラティヴケアＱ＆Ａ」で構成さ
れ、研究代表者が管理するホームページ上で
公開した。 
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